
　　　※　施工位置及び全景が把握できること。

　　　※　浄化槽設備士が浄化槽工事業者登録票を持っているところ。

浄化槽設備士施工業者名

【例】

設 置 者 名

設 置 場 所 　筑後市大字

工 事 写 真 集

　写真（１）【着工前】

注意点
・登録票を持っていること
・施工位置、全景が把握できること

- 1 - 



　　　※　基礎厚１５０㎜が確認できること。

　　　※　厚さが判別できるようスケールをあてること。

　写真（３）【配筋工】ピッチと長さが確認できる写真

　　　※　配筋全景が確認できること。

　　　※　鉄筋被り（スペーサー等）が確認できること。

　写真（２）【　砕石　・　栗　基礎工】

注意点
・基礎の中央付近で検測すること
・基礎厚と目盛り、黒板の実測値が
確認できるよう大きく写すこと

注意点
・特にダブル筋の場合は基礎
と鉄筋の間、鉄筋と鉄筋の
間にそれぞれきちんとスペ
ーサーが設置され偏りなく
配筋されていることが確認
できること。
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　写真（５－１）【コンクリート基礎工】　長さと幅が確認できること。

　　　※　全景が確認できること。

　写真（４）【コンクリート打設状況】

　　　※　コンクリート打設中であり、鉄筋が確認できること。

注意点
・鉄筋が確認できること
・地下水が残った状態でコンクリ
ートの打設をしないこと

注意点
・検測はﾘﾎﾞﾝﾃｰﾌﾟ
を使用し、端が
切れないように
すること

・実測を黒板に記
入すること
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　　　※　厚さが判別できるようスケールをあてること。

　写真（５－２）【コンクリート基礎工】

　　　※　基礎厚１００ｍｍ　・　１５０ｍｍが確認できること

注意点
・検測する対象物と目
盛りを比較できるよ
うにすること

・黒板に実測値を記入
すること
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　写真（６－２）【ＰＣ板設置】吊り込みが完了したＰＣ板の写真

　　　※　全景が確認できること。

　　　※　ＰＣ板のメーカー名・型式・寸法・製造番号が確認できること。

　写真（６－１）【ＰＣ板設置】吊り込み前の地上に置いたＰＣ板の写真

　　　※　ＰＣ板のメーカー名・型式・寸法・製造番号が確認できること。

　　　※　長さと幅が確認できること。

注意点

・PC板を照会できる情

報が写っていること

・実寸法が見えるよう、

注意点

・ＰＣ板を照会できる

情報が写っていること
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　　　※　浄化槽の型式及び据付機械が確認できること。

　写真（７－２）【据　付　工】

　　　※　浄化槽設備士が水張りし、水平を確認していること。

　写真（７－１）【据　付　工】

注意点
・浄化槽の型式
及び据付機械
が確認できる
こと
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　写真（８－１）【埋　戻　工】

　　　※　検測定規等を置いて、一層の仕上厚が確認できること。

　　　　　但し、上記施工方法が困難な場合は、別途協議する。

　写真（８－２）【埋　戻　工】

　　　※　埋戻し完了で浄化槽埋設状況が全景的に把握できること。

注意点
・黒板に、基準からの高さ
と何層目の作業状況かを
記入すること
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　　　※　コンクリート打設中であり、鉄筋が確認できること。

　写真（９－１）【スラブ配筋工】

　　　※　配筋全景が確認できること。

　　　※　鉄筋被り（スペーサー等）が確認できること。

　写真（９－２）【スラブコンクリート工】

注意点
・特にダブル筋の場合は基
礎と鉄筋の間、鉄筋と鉄
筋の間にそれぞれきちん
とスペーサーが設置され
偏りなく配筋されている
ことが確認できること。

- 8 - 



　写真（９－３）【スラブコンクリート工】

　　　※　スラブ厚　１００ｍｍ　・　１５０ｍｍが確認できること。

　　　※　厚さを判別できるようスケールをあてること。

　写真（９－４）【スラブコンクリート工】全景写真

　　　※　長さと幅が確認できること。

注意点
・黒板に実測値を
記入すること
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　　　※　厚さを判別できるようスケールをあてること。

　写真（１１－１）【排水設備】

　　　※　配管及び桝据付状況

　　　※　桝基礎が確認できること。

　写真（１０）【嵩上げ状況】

　　　※　嵩上げ高が確認できること。

注意
・嵩上部とスケールの目盛、
黒板の実測値が比較できる
ようにすること

注意点
・マス基礎とスケール、黒板の
実測値が比較できるようにす
ること
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　　　※　埋め戻し前に、配管口径１００ｍｍ以上が確認できること。

　写真（１１－３）【排水設備】配管及び桝設置状況

　　　※　埋め戻し後の配管及び桝設置全景が確認できること。

　写真（１１－２）【排水設備】

注意点
・管径と黒板の記入数値
を確認できるようにす
ること

・検測は、管径の印字部
分を確認できる写真で
も可
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　写真（１２）【ブロワー設置状況】

　　　※　接地工事（アース）が必要な場合は、確認できること。

　写真（１３）【竣　工】

　　　※　浄化槽設備士が浄化槽工事業者登録票を持っているところ。

　　　※　浄化槽設置が確認できること。

注意点
・登録票を持っ
ていること

・浄化槽が確認
できること
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　　　※　フープ筋ピッチが確認できること。

　写真（１４－１）【柱　筋】

　　　※　全本数（フープ筋含む）が確認できること。

　写真（１４－２）【柱　筋】

注意点
・全本数が確認で
きること
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　写真（１５－１）【その他】

　　　※　工事で必要な写真または、指摘事項写真

　　　項目：

　写真（１５－２）【その他】

　　　※　工事で必要な写真または、指摘事項写真

　　　項目：
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　　　※　工事で必要な写真または、指摘事項写真

　　　項目：

　写真（１５－３）【その他】

　　　※　工事で必要な写真または、指摘事項写真

　　　項目：

　写真（１５－４）【その他】
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